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英国の教育における Creativity と ICT

Creativity and ICT in Education of England

野中　陽一 　　　　　　　　　　アブリル　ラブレス

　　　　　　　 　 　 　NONAKA Yoichi       　                Avril M.Loveless

　　　　　　　　（附属教育実践総合センター )　 　　   　　 (University of Brighton)

　基礎学力の向上と併せて Creativity の育成が英国の教育において課題となっている。まず、英国における

Creativity の捉え方とその育成方法について、教員向けに解説された資料、Creativity: find it, promote it（QCA）

を翻訳し、内容を把握する。次に、Creativity と ICT の関係について検討し、ブライトン大学で取り組まれた ICT

を活用した Creativity 育成のプロジェクトについて紹介する。このプロジェクトは、ICT スペシャリスト育成コー

スの学生が参加することより、Creativity の捉え方とその育成方法について体験的に学ぶ場となっている。最後に、

Creativity と ICT について、日英の教育システム、教員養成システムの観点から比較し、考察する。
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１．英国の教育における Creativity の位置づけ

　英国における教育は、1988 年のナショナル・カリ

キュラム導入後、急激な変化を遂げている。それまで

のトピック学習中心の教育から、学力向上を目指した

リテラシー中心の教育への転換である。

　ナショナル・カリキュラムでは、キー・ステージご

とに目標と内容が示されている。さらに、各教科ごと

の到達目標が、レベル１から８まで示されおり、キー

ステージ１ではレベル 1-3 の内容について学習し、レ

ベル２への到達が目標とされ、キーステージ２では

レベル 2-5 の内容について学習し、レベル４が到達目

標となる。キーステージ３ではレベル 3-7 の内容につ

いて学習し、レベル５，６が到達目標となり、各キー

ステージ修了時に行われるナショナルテストによっ

て、到達目標に達しているかどうかが評価される。

義務教育修了時には、GCSE（General Certificate of 

Secondary Education）と呼ばれる中等教育修了資格

を得るための試験が行われ、さらに細かい到達基準に

基づいた評価がなされている。

　1998 年には、基礎学力のさらなる向上が目指され、

ナショナル・リテラシー・ストラテジー、ナショナル・

ニューメラシー・ストラテジーが導入された。リテラ

シー、ニューメラシーの授業を毎日１時間程度行うこ

とが義務づけられ（リテラシー・アワー）、授業展開

や教材を含む詳細な指導計画が QCA（Qualifications 

and Curriculum Authority）によって例示されたので

ある。学校現場ではこの影響を強く受け、この指導計

画を基本として授業が計画されているようである。実

際に学校現場を訪れ、授業を参観した後、当該学年の

指導計画を調べると、授業で使われた教材が掲載され

ていることは少なくない。

　その後、それ以外の教科においても、スキーム・オ

ブ・ワーク（Schema of Work）という目標達成のため

に具体的な指導計画をどのように立案したら良いかが

示された。これらからも、基礎学力の向上に力点が置

かれていることがわかる。

　こうした流れがある一方で、高度な知的能力の

育成という学力向上の取り組みも進められている。

1999 年には、1997 年の教育白書（Excellence in 

Schools） に 基 づ き、NACCCE（National Advisory 

Committee on Creative and Cultural Education）に

よる報告書、All Our Futures: Creativity, Culture 

and Education が作成された。この報告書では、21 世

紀に向けてより良い社会をつくるためには、子ども

たちの Creativity 育成と Cultural Education が重要

であることが強調されている。なお、Creativity は、

一般的には創造性と訳されているが、日本における創

造性の概念及びイメージと異なると考えられため、本

稿ではそのまま Creativity を用いることにする。

　2004 年には、QCA が Creativity: find it, promote 

it という冊子を作成し、Web サイトを立ち上げた。
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　さらに、同じ年に DfES（Department of Education 

and Skills, 教育・訓練省）から新たなナショナ

ル・ストラテジーとして公表された Excellence and 

enjoyment: A strategy for primary schools の中で

も、Creativity の重要性が指摘されている。

　英国の教育制度において、ナショナル・テストの結

果によるリーグ・テーブルの他に、OFSTED（Office of 

Standards in Education）による学校査察の結果が学

校の外部評価として重要視されている。この評価項目

にも Creativity の育成に関する取り組みが含まれて

いる。

　このように、英国における教育において、基礎学力

の向上と併せて、この Creativity の育成は大きな課

題となっているのである。

　本論文では、まず、英国における Creativity の捉

え方、Creativity 育成の授業の在り方について明ら

かにする。さらに、Creativity の育成と ICT 活用の

関連について検討し、ブライトン大学で取り組まれた

ICT を活用した Creativity 育成のプロジェクトにつ

いて紹介する。最後に、Creativity と ICT について、

日英の教育システム、教員養成システムの観点から比

較し、考察する。

２．Creativity の意味するもの

　QCA の Creativity: find it, promote it では、教

育における Creativity について、次のように解説

している（以下、事例部分を除き翻訳したものを示

す）。

（１）Creativity とは何か

　Creativity は、芸術の分野に限らず、広く想像的、

独創的、挑戦的であることを意味している。

　NACCCE（1999）は、機会を与えられるならば、程

度の差はあるにしろ我々は皆 creative であり、

creative になることができると述べ、4つの特性によ

って定義した。

　最初に、想像的な思考または行動を伴うものである

こと。

　第二に、この想像的な活動全体が意図的なものであ

ること。つまり、目的を達成するためのものであるこ

と。

　第三に、これらのプロセスは、独創的な何かを生み

出さなければならない。

　第四に、結果には目的に関連した価値がなければな

らない。

　さらに、想像力との違いについて、次のように指摘

している。想像力は、確かに Creativity の重要な部

分である。しかし、全ての想像的な考えが creative

だとは言えない。単なる思いつきや想像ではなく、意

図的なものであることが必要なのである。想像的な活

動が、目的（この目的は時間とともに変化する可能

性はある）を達成することに向けられる時、creative

であると言えるのである。

　独創性との関連については、他者との比較だけでな

く、以前の自分の考えや活動と異なる場合でも独創的

であるとする。教師は、生徒が何かに疑問をもち、問

題を解決して、彼らにとって新しい考えを生み出すこ

とを支援することができる。こうした生徒の考えは独

創的なものであり、creative な活動の結果であると

考えられる。

　目的に関して価値があれば、想像的な活動は

creative であるといえる。教師は、生徒が行ったこ

との価値について、批判的（critical）に評価するこ

とを手助けする必要がある。やりがいがあることや価

値に関しては、教師と生徒の見解が異なる場合もある

だろう。しかし、一緒に判断することは、評価するこ

とについて、有益な洞察を与えることができる。

　非常に想像的で独創的な行為であっても、誰かを傷

つけたり、何かを破壊するような場合には、creative

とは言えないだろう。

（２）なぜ、Creativity は重要なのか？ 

　Creativity は、生徒の自己効力感、動機づけと達

成を向上させる。創造的、自主的に考えることを促さ

れる生徒は、次のようになる。

　○より彼ら自身で何かを発見することに関心をもつ

　○より新しい考えを受け入れる

　○他者と共に探究する活動に熱心である

　○考えや考え方を追究するとき、授業時間以外にも

活動しようとする。

　その結果、彼らの学習ペース、達成のレベルと自己

効力感は向上する。

　ナショナル・カリキュラムにおいて、Creativity

の育成は、重要なねらいであり、生徒の人生に必要不

可欠なものであると指摘されている。

　豊かで多様な文脈において、生徒が広い範囲の知

識、理解、スキルを獲得し、発達させ、利用するため

に、カリキュラムは生徒が creative に、そして、批

判的に考え、問題を解決し、さらによい方向に変える

ことを可能にしなければならない。労働者や市民とし

ての将来に備えるために、彼らに creative で、革新

的で、進取的で、リーダーシップがとれるようになる

ための機会を与えなければならない。生徒が積極的に

機会、挑戦、責任を受け止め、危険や変化、逆境に対

処するのを可能にしなければならない。creative な

思考と行動は、全てのナショナル・カリキュラムの科

目と宗教教育において、促進されるべきである。

　creative な生徒は変化の速い世界への準備ができ

ている。彼らは生涯でいくつかの職業に適応しなけれ
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ばならないかもしれない。多くの雇い主は、人間関係

を把握し、良いアイディアをもち、革新的で、他の人

とコミュニケーションし、よく働き、問題を解決する

ことができる人々を求める。言い換えると、彼らは

creative な人々を必要とする。

　Creativity を促進することによって、教師は全て

の生徒に彼らが特定の興味と才能を発見し、追求す

る機会を与えることができる。我々はみな、ある程

度に creative であるか、想像的になることができ

る。creative な生徒は、より豊かな人生を送り、よ

り長い期間、社会に対する価値ある貢献をする。

Creativity は、生徒の人生を豊かにすることができ

るのである。

（３）どうやって教室内で Creativity を見いだすか

　生徒が教室で思考し、creative にふるまっている

とき、以下のような行動が見られるだろう。

○ 質問し、疑問をもつ

　創造的な生徒は好奇心が強く、質問し、疑問を

もつことが多い。そして、必ずしもルールに従う

とは限らない。

　「なぜ？」、「どうして？」、「もしもそうなった

ら？」と質問する。

　変わった質問をする。

　考え、質問、課題または問題に驚くべき仕方で

反応を示す。

　慣例や前提に疑問をもつ。

　自主的に考える。

○ 関連づけ、関係を見いだす

　creative な生徒は側面から考え、通常関係がな

いものの間に関係を見いだす。

　知識と経験の意味を認識する。

　類推し、喩えてみる。

　情報と経験から帰納し、傾向とパターンを見つ

け出す。

　新しい状況で学習を解釈し直し、適用する。

　目新しいか、意外な方法で、考えを伝える。

○ 何が起きるかを想定する

　creative な生徒は、可能性について推察する。

　想像し、心眼でものを見る。

　可能性、問題、疑問を視界に捉える。

　『もしもそうなったら？』と尋ねる。

　選択肢を思い浮かべる。

　異なった観点からからものを見て、考える。

○ 探究する（他の選択肢も視野に入れながら）

　creative な生徒は、他の選択肢も視野に入れな

がら可能性を追究し、不確実性に対処することを

学ぶ。

　考え（試み）によってプレイする。

　選択肢と新たなアプローチを試す。

　直観的に受け止めて、直観力を信頼する。

　困難を予想し、克服し、考えを成し遂げる。

　creative な結果を成し遂げるために , 考えを適

応させ、修正し、受け入れる。

○ 考え、行動、成果を批判的に振り返る

　creativeな生徒は、自らの行動を批判的に評価で

きる。

　経過を吟味する。

　「妥当であるか？」、「必要なことであるか？」を問う。

　フィードバックを求め、必要に応じて取り入れる。

　建設的なコメント、考え、説明と方法を提案する。

　独創性と価値について、客観的に観察する。

（４） 教師はどうやって Creativity を促すことができ

るか

○計画段階

　Creativity に関する目標を計画に組み入れる

（これらは、教科の目標と統合することができる）。

　既存の指導計画と指導案の中で、Creativity を

促す機会を探す。

　彼らがより多くCreativityを発揮できるように、

活動を適応させる。

　個人的で、真に文化的である活動を工夫する。

　生徒の興味と経験（学校の内外で）に基づくよ

うにする。

　できるだけ多くの生徒が、Creativity を示す機

会があるように、指導と学習の在り方について計画

する。

　ロールプレイは生徒の想像的な関わりを増やすこ

とができ、探究する自由を与えることができる。

　実際の実験、問題解決、議論と協同的活動は、全

て、creative な思考と行動のすばらしい機会を与

える。

　知識と技術の重要性を決して見失ってはいけない。

　基礎的な知識と技術がなければ、生徒は

creative で目的を持った挑戦を経験することはで

きない。

○ 活動の導入段階

　生徒に挑戦的であるが、達成可能な明確な目標

を与える。

　目的を生徒と共有し、彼らに活動の方法と活動

の方向性を選択させる機会を与える。

　視覚、音、におい、creative な人々を訪問し、

触れ合うなどの刺激的な出発点は、生徒の興味を

捉え、彼らの想像力に火をつける。

　生徒に制約（たとえば制限時間やリソース）を

与える。このことは、より活動をやりすくし、即

興的、実験的に行うことを励ますことができる。

○ 指導場面

　積極的に生徒を励まし、質問させ、関連づけさ
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せ、何が起きるかを想定させ、探究させる。

　想像力と独創性を促し、ほめる。

　オープンエンドな質問を行い、生徒が異なる視

点から物事を見ることを援助する。

　生徒が行うこと、言うことを評価し、称賛する。

　彼らが発言しやすく、冒険しやすく、creative

に反応しやすいと感じる雰囲気をつくる。

　あなたが生徒に冒険的であることを望み、自由

に探究させたいと思うならば、楽しい、リラック

スした作業環境をつくる。

　あなたが生徒を励まして想像的に活動させたいな

らば、静かに振り返り、集中できる状況をつくる。

　適切な時に、予想外のイベントを最大限に活用

しなさい。あなたの指導案を横に置き、その瞬間

を活かしなさい。ただし、全体的な学習目標は決

して見失ってはいけない。

　教師は一歩下がって、生徒に先導させる。しか

し、あなたは注意を与えるために常に近くにいて、

必要に応じて支援する必要がある。

　活動に加わり、creative な思考と行動のモデル

となる。あなたが学習者でもあることを生徒を示

すことは、開放的で、建設的な学習環境をつくる

のを助けることができる。

　生徒にクラス内の他の子どもたち、同学年の子ども

たち、異なる学年の子どもたちと活動する機会を与

える。

○ 振り返りの場面

　生徒が彼ら自身の活動、特にその独創性と価値

（これは「何を作るのが良いのか？」という質問と

同じくらい単純である）を判断することができる

基準を開発するのを手伝う。

　生徒が取り組んでいる問題とそれらをどうやっ

て解くことができるかについてのオープンな議論

を定期的に止める。生徒に他の人と考えを共有し、

彼らの進歩について話をすることを促す。

　生徒が他の人の活動が質的に異なることを認識

し、自分のやり方とは異なる活動方法について評

価することを支援する。

　生徒が建設的なフィードバックを与え、受ける

ことを支援する。

４．Creativity と ICT

　教育における Creativity 育成の考え方は、日本で

は意識されることが少ない。創造性教育の実践は、

1960 年代から 1970 年代後半にかけて、国立大学附属

小・中学校を中心に行われているが（弓野、2005）、

あまり浸透していないと思われる。審議会答申や指導

要領のレベルでは、「創造性」という言葉が使われる

ケースはあるものの、その定義やどのように育成する

かについては、明確にされていない。

　一方、英国では様々な教科の学習や教科横断的（ク

ロスカリキュラム）な学習において、Creativity の

育成が試みられているのである。

　ここでは、教科 ICT（Information Technology Edu-

cation） における Creativity の育成を取り上げる。

教科 ICT では、情報活用能力（ICT capability）の育

成が目標であり、５つの側面から構成されている。そ

れらは、

　何かを見つけ出すこと

　考えたことを引き起こすこと

　情報交換と情報共有

　向上のために振り返り、修正し、評価すること

　学習の広がり

であり、creative な学習活動と重なる点が多いこと

がわかる。

　また、Loveless ら（2004）は、デジタル・テクノ

ロジーには、Creativity の育成を助長するいくつか

の特徴があると指摘している。

○ 暫定性（provisionality）

　変更することが容易で、他の選択肢を試みること

ができ、考えたことの軌跡を残すことができる。

○対話性（interactivity）

　意思決定のためのフィードバックが与えられる

ゲームから、宇宙探査機からの即時のダイナミッ

クなフィードバックまで、様々なレベルで保証さ

れる。

○ 容量（capacity）と範囲（range）

　ローカルでもグローバルでも、異なるタイムゾ

ーンや場所に関係なく、膨大な情報にアクセスす

る方法を提供できる。

○ 速度（speed）と自動化（automation）

　テクノロジーは情報を記憶して、変換し、表示で

きるので、情報を高次のレベルで、読み、観察し、

調べ、解釈し、分析し、総合することができる。

○ 質（quality）

　作品を高いレベルで表現、再現し、提示したり

出版したりできる可能性がある。

○ 多様式（multimodality）

　テキスト、イメージ、音、ハイパーテキスト、

非線形性などの相互のインタラクションによって

反映される。

○  中 立（neutrality） と 社 会 的 信 憑 性（social 

credibility）

　ICT の社会的、文化的生活への影響について自由

に議論することができる。

　これらの ICT の特性を活かすことによって、

creative な学習活動を促進し、Creativity の育成に

貢献することができるのである。
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５．ICT の活用による Creativity 育成の授業実践

　Loveless ら（2006）は、小学生の子どもたちを対

象にデジタルムービーの作成を通して、Creativity

の育成を試みる実践を行っている。この取り組み

は、ブライトン大学教育学部の ICT スペシャリスト

育成コースの講義科目である Creativity & Digital 

Media Technologies の中で行われ、子どもたちの

Creativity 育成と同時に、Creativity 育成のための

授業の在り方について学生が学ぶことがねらいとなっ

ている。

　2006年3月に、9-10才の小学生の子どもたちが４，５

人のグループに分かれて、friendship をテーマにし

た短いデジタルムービーを作成した。学生は、各グル

ープを担当し、この学習活動の支援を行いながら、子

どもたちの digital technology との関わり方を観察

し、指導の在り方、子どもたちが活動を通して何を学

ぶのかについて考察する。

　学校における実践は、３時間枠で３回行われ、学

生、大学教員３人、学校の ICT 担当教員が参加して行

われた。

　３年目になるこの取り組みは、TTA（Teacher 

Training Agency、現在の TDA）の研究費によって、

最終学年で実習を行う小学校教員を目指す実習生や

初任教員が創造的に ICT を活用するための研究として

行われているものである。10 セットのアップル・メ

ディア・ラボ（パワーブック、DV カメラ、デジタル

カメラ、デジタルビデオや音楽を編集するソフトウェ

ア）が学校に持ち込まれ、活用された。

　完成した作品は、いじめをテーマのしたものが多

く、場面構成や撮影アングル、シーンに合わせた音楽

の選択等、子どもたちの優れた映像表現力が確認され

た。

　実践終了後、この実体験を振り返るための講義が大

学で行われた。完成した子どもたちの作品（７つ）や

活動風景を視聴しながら、そのグループを担当した学

生がリフレクションを行い、活動の意味や支援の在り

方について考察したのである。そして、他の学生や、

大学教員が質問したり、意見を述べたりして、それを

深めていった。このディスカッションが実践と理論を

つなぎ、学生の教育実践力を高める上で、とても重要

だと考えられているのである。

　ディスカッションの中では、学習と指導の関係、学

習のプロセスと学習の成果（outcome）、グループ学習

におけるコラボレーション役割、意思決定の過程、子

どもと教師の partnership、評価方法、実習としての

意味、デジタルテクノロジーとアフォーダンス、モデ

リング、問題解決過程などについて取り上げられた。

　Creativity の育成と指導の在り方については、

Loveless ら（2006） に よ る 分 析 と 同 様、QCA の

Creativity: find it, promote it で指摘されている

内容のほとんどが、子どもたちの活動と子どもたちへ

の関わりによって網羅されており、この学習活動によ

って Creativity と ICT について体験的に理解できる

ことが示された。

　さらに、この学習活動の成果として、いわゆるメデ

ィア・リテラシーの理解も含まれていることがディス

カッションを通して明らかとなった。映像の制作過程

を体験した後、お互いの作品を評価する場面で、作り

手と視聴者の立場の両方の視点から、映像の内容を考

えることができるようになったのである。

６．考察

　英国の授業は、基礎学力の向上という名のもとに、

各教科の目標を達成するための良い授業実践をモデル

に作成された、ナショナル・ストラテジーやスキーム・

オブ・ワークの浸透によって、画一化している傾向が

ある。これらは、指導力が高くない教師の授業を一定

レベルに引き上げることに寄与しており、指導計画、

指導案作成の効率化という側面もあると考えられる。

　英国では、学習者一人ひとりの評価に関する仕事量

が圧倒的に多い。これは、教育実習においても指導計

画、指導案等のファイルの他に、子どもたちの評価

に関する膨大なファイルを作成しなければならない

ことからも明らかである。これらをもとにグループご

と、あるいは一人ひとりに合った教材を準備すること

が日常的な授業において行われている。日本では、イ

ンターネット上で授業に合った教材を探すのに苦労す

るケースが多いが、英国では、DfES（Department for 

Education and Skills）を初め、QCA 等の Web 上に膨

大な授業に関連するリソース（指導計画から教材ま

で）が用意され、教材を含む授業プランを容易に見つ

け出すことができる。特に、デジタル教材が豊富であ

り（ナショナル・カリキュラム・オンライン等）、情

報環境の整った教室での活用は、教材の準備を含め教

師の負担の軽減に役立っていると考えられる。また、

子どもたちの興味関心を引き出すデジタル教材の活用

も、一定レベルの授業を保証すると考えているように

思われる。

　学力向上の成果は、ナショナル・テストによって測

られ、リーグテーブルによって公表されている。しか

し、公表されるのは、学校ごとの到達すべき目標に達

した児童生徒の割合であるため、各学校は、下位層の

底上げを徹底して行わざるを得ない。これは、英国に

おける社会階層の問題に深く関連しているが（佐貫浩

,2002）、結果的に授業を目標達成だけの味気ないもの

にしているとの批判につながっていると考えられる。

授業におけるCreativity育成の問題は、授業改善の課

題であり、総合的な学力向上を指向するものである。
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　教員養成のシステムも同じような課題を抱えてい

る。教員資格である QTS（Qualified Teacher Status）

が到達すべき目標として設定されており、この目標達

成のための教員養成のナショナル・カリキュラムとし

て機能している。OFSTED による教員養成への外部評

価も存在するため、この縛りは強力である。最近で

は、基礎的なスキルの習得を確認するため、スキルテ

ストも導入され、リテラシー、ニューメラシー、ICT

に関して実施されている。

　学部の講義では、教員養成のナショナル・カリキュ

ラムに基づき、ナショナル・カリキュラムの目標、内

容、ナショナル・ストラテジーの指導が徹底されてい

る。教育実習生の授業を観察すると、多くの学校で

は、学校カリキュラムがナショナル・ストラテジーに

基づいており、それに従った授業を求められことにな

る。そこには、選択とアレンジはあっても、授業の創

造は少ないように思われる。結果的に、既存の教材と

示された学習活動を組み合わせたパターン化した授業

になる傾向があるのではないだろうか。

　ナショナル・カリキュラムに基づいた教員養成カ

リキュラムと、圧倒的に長い教育実習期間、そして、

QTS に基づいたパフォーマンス評価、というシステム

（野中、2004）は、教師としての基礎的なスキルを身

につけることについては効果的であると考えられる。

　しかしながら、Creativity を育成するための

授業は、マニュアル通りにはいかず、教師の側に

も creative なアプローチが求められる。OFSTED の

Williams（2006）は、ここ数年の学校評価の結果から、

ICT の授業改善は進んでいるが、Creativity の育成に

関しては不充分であると分析している。同じ報告の中

で、スキーム・オブ・ワークが浸透しているとの指摘

もあり、この関連が議論となっている。

　一部の学生の発言によれば、現場教師よりも、意欲

のある教育実習生の方が、チャレンジングな授業を行

うケースも多く、何校かの校長の話しでも、積極性の

ある実習生の受け入れは学校にとって刺激になるとの

ことであった。おそらく、教員志望の多くの学生は、

自分なりに授業を組み立て、必要な教材、教具を準備

し、子どもたちとのやりとりを重視しようと考えてい

るのである。これらは、creative な授業のベースに

なるものである。もし、英国の教員養成システムが実

習生のこうした素地を活かさず、ストラテジーやスキ

ームに従った授業にとらわれるように変容させること

になっているとしたら、大きな問題である。

　ブライトン大学での取り組みは、教育実習とは異な

った場で、学生に Creativity を発揮する子どもたち

を観察させ、その中で体験的に creative な指導の在

り方について学んでいくという新たなアプローチであ

る。ICT という教科の特性との関連が大きいと考えら

れるが、様々な教科においてもこうした取り組みが期

待される。

　日本の教員養成システムでは、教育実習の段階から

当たり前のように授業研究が行われている。これは

教師集団の中で力量を高めていく（明確な基準はな

く、集団の共通意識による暗黙の基準が評価のベース

になっている）というアプローチであり、基準をもと

に他者の評価を得ながら自らの力量を高めていく英

国のスタイルとはまったく異なっている（Nonaka ら、

2006）。学習指導要領、検定教科書に基づく授業は、

パターン化しているとも言えるが、英国のストラテジ

ーと比較すると、むしろ指導方法、教材等については

自由度が高く、自力で工夫する必要があるように思わ

れる。ある意味、より creative であることを求められ

ているわけである。しかしながら、授業が一斉指導の

形態であることが多く、そこで子どもたち一人ひとり

の Creativity を育成する指導を行うことは難しい。

　教育の場において、個人差があることを把握してい

ながら、個別に対応することなく、集団の中で個を高

めていくという日本における考え方は、おそらく英国

では理解されないだろう。

　いずれにしても、教育の場において Creativity の

育成は重要な要素であり、これを実行するためには、

教師の Creativity が課題となる。教員養成、現職教

育の場において、子どもたちの creative な行動を観

察し、理解し、どのように引き出せば良いのかを体験

的に学ぶことは必要であり、重要だと考える。また、

教師が Creativity の育成を意識するためには、英国

のようにその概念や指導の在り方、教科のカリキュラ

ムとの関連を示す必要があるだろう。

　教育の情報化政策によって、日本における ICT 活

用は教科の目標達成のためのツールとしての活用

にシフトしている。ICT のもつ特性が子どもたちの

Creativity の育成に寄与することから、情報教育の要

素を含んだ学習活動を教科横断的な取り組みや総合的

な学習に位置づけることを再考する必要があるだろう。

（付記）

　本研究は、和歌山大学教職員海外先進教育研究実践

支援プログラムにより 2006 年３月 28 日より 8月 9日

まで、英国ブライトン大学において在外研究を行った

成果の一部である。
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